
 

正 誤 表 

 

「コンパス薬理学（第 1版第 1刷）」 

下記の箇所の誤植訂正ならびに情報の更新をいたします。 

 

頁 該当箇所 誤 正 

6 

図 1・5 実験２の図 図差し替え 

 

  



9 

図 1・10 図差し替え 

 

73 5行 消化器系（悪心・嘔吐など） 消化器系（悪心・嘔吐，食欲不振など） 

93 表 4・15 薬物名↑6行 フルラゼパム フルトプラゼパム 

94 
構造式名  

下から 2段目，右から 2番目 

フルラゼパム フルトプラゼパム 

109 

図 5・7  

チロシンの構造式（最上段） 

構造式差し替え 

 

120 
16～17行 β1受容体刺激や交感神経終末の D2受容体刺激によるノ

ルアドレナリン遊離により 

β1受容体刺激により 

123 ↑5，↑2行 MAOB MAO 

123 ↑3行 MAOB阻害薬（セレギリン）服用時 MAO阻害薬服用時 

125 図 15・15（図中３ヵ所） MAOB MAO 

143 図 5・28中の表 最左列 交感神経興奮 副交感神経興奮 



148 図 5・28中の表 最左列 副交感神経興奮 副交感神経抑制 

168 ↑10行 ニコチン NM受容体 ニコチン NN受容体 

203 

表 7・6 図差し替え 

 

206 頁左下 ＊14 p.194参照 p.195参照 

219 ↑10行 合成鎮痛薬 合成麻薬性鎮痛薬 

219 
↑9～↑7行 鎮咳作用はコデインの 1/2である．鎮痛作用，呼吸抑制

作用や嗜癖
し へ き

などの麻薬としての 

耐性や依存性など麻薬としての 

222 ↑7行 β2≧β1 β2>β1 

243 ↑15行 レボチロキシン （青文字とする） 

243 ↑15行 リオチロニン （青文字とする） 

243 ↑9行 バセドー（Basedow)病 バセドウ（Basedow)病 

243 ↑7～↑6行 チオグロブリン チログロブリン 

243 ↑4行 バセドー病 バセドウ病 

244 4，7行，ポイント 1行 バセドー病 バセドウ病 

  



245 

図 9・6 図差し替え 

 

  



254 

図 9・12 図差し替え 

 

258 ↑4行 5α-還元酵素（レダクターゼ） 5α-還元酵素（レダクターゼ）Ⅱ型 

260 ↑6行 小腸からの Ca2+吸収量 Ca2+の再吸収量 

262 13行 ビタミン D3 ビタミン D3受容体 

267 頁右上 ＊２ 鎮痛薬 鎮痙薬 

268 ↑11行 透析患者 腎透析患者 

269 3行 透析患者 腎透析患者 

  



272 

図 10・4 図差し替え 

 

279 図 10・5 ③ 迷走神経 求心性迷走神経 

280 14行 セロトニン 5-HT3受容体 弱いセロトニン 5-HT3受容体 

282 7行 伸長と停止を 伸長停止作用を 

 ↑15，↑5行 グリチルリチン グリチルリチン酸 

  



289 

図 11・2 図差し替え 

 

293 
↑2～↑1行 抗アンドロゲン作用により女性化乳房，性欲減退などを

きたすことがある． 

男性では抗アンドロゲン作用による性欲減退，エストロゲ

ン作用による女性化乳房などがみられる． 

297 ↑3行 5-TH 5-HT 

  



302 

図 12・5 図差し替え 

 

303 ↑6行 非可逆的 不可逆的 

304 15行 PGI2受容体 PGI2受容体（プロスタノイド IP受容体） 

306 6～7行 凝固因子である．プロトロンビン 凝固因子であるプロトロンビン 

308 図 12・6 右上 フィブリン分解産物（出血傾向） フィブリノーゲン分解産物（出血傾向） 

308 図 12・6 右上 フィブリン（血栓） フィブリノーゲン 

308 ↑4行 発症後 3時間以内 発症後 4.5時間以内 

311 11～12行 悪性貧血は改善するが，神経症状は改善しない． 悪性貧血と神経症状を改善することができる． 



311 12～13行 悪化する 悪化することがある 

311 13～14行 進むためといわれる 進むためといわれている 

313 3行 ⑥溶血性貧血 ⑥溶血性貧血治療薬 

313 16行 抗悪性腫瘍薬・再生不良性貧血 抗悪性腫瘍薬投与，再生不良性貧血 

313 22行 G-CSF・GM-CSF G-CSFや GM-CSF 

316 ↑8，↑7行 GLUT2 GLUT4  

318 9行 最も強力かつ 強力かつ 

318 ↑2行 溶血性貧血*2など 溶血性貧血*2，無顆粒球症など 

320 21行 ペルオキシソーム増殖活性化受容体 ペルオキシソーム増殖因子活性化受容体 

324 12行 ペルオキシソーム増殖活性化受容体 ペルオキシソーム増殖因子活性化受容体 

325 ↑6行 デキストラン硫酸ナトリウムイオウ デキストラン硫酸エステルナトリウムイオウ 

332 

頁左上 エチドロン酸二ナトリ

ウムの構造式 

構造式差し替え 

 

  



338 

図 14・3 図差し替え 

 

339 図 14・4タイトル，本文 10行 非可逆的 不可逆的 

339 ↑3行 凝集を促進 凝集を抑制 

339 ↑2行 凝集を阻害 凝集を促進 

347 ↑2行 TNF-α受容体の免疫グロブリン TNF-α受容体と免疫グロブリン 

347 ↑2～↑1行 タンパク質である． タンパク質製剤である． 

348 図 14・5 図説①，② TNF-α抗体 TNF-α 

 

2015 年 10 月 19 日 
株式会社南江堂 
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